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【病原体】デングウイルス（フラビウイルス） 
 
 

【感染経路】ネッタイシマカ、ヒトスジシマカ 
【流行状況】全世界で年間約1億人が発症, うち約25万人
が重篤なデング出血熱と推定 
 

このウイルスには4つの型（１型～４型）がありま
す。同じ型に対しての免疫は生涯持続しますが、他の
型に対する免疫は数ヶ月で消失するため、他の型のウ
イルスに感染し発病する可能性があります。 

再感染時に重症型の「デング出血熱」になる可能性
が高くなると言われています。 



デング熱は 検疫感染症 に指定されており、 

検疫所では医師による問診・診察の上、必要に応じて 無料 で 検査 を行っていま
す 

高熱（38〜40度）・頭痛・眼
の奥の痛み・関節痛・筋肉痛・発
疹などが現れます。１週間ほどで
熱は下がり、回復します。 
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出典：U.S. Army Medical Department   
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出典：http://koppeblog.com/ 
より許可を得て掲載 

 デング熱患者の一部に「デング
出血熱」がみられることがありま
す。 

 デング出血熱の症状は重く、熱
が下がり始めたころ（２～７日
後）、出血傾向（出血しやすい状
態）、血漿漏出（血漿が血管外に
漏れる状態）、さらにはショック
状態となり、死亡する可能性もあ
ります。 
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【病原体】チクングニアウイルス（トガウイルス） 
 
 

【感染経路】ネッタイシマカ, ヒトスジシマカ 
 

チクングニアという名前は、
「激しい痛みのために体を
折り曲げて歩く様子」を意
味するアフリカの言葉から
来ています。 

出典 厚生労働省検疫所 FORTH 



 

【症状】 
発熱、関節痛、発疹の３つの症状が特徴的です。発

熱と関節痛は必ず現れ、発疹は8割程度のヒトに現れ
ます。 
急性期の症状が改善した後も、数週間～数年にわ

たって関節痛や腫脹、圧痛が続くことがあります。重
症例では神経症状（脳症）や劇症肝炎が報告されてい
ます。 
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【病原体】ジカウイルス（デングウイルスと同じフラビウイ
ルス科フラビウイルス属） 
 
 

【感染経路】ネッタイシマカ, ヒトスジシマカなど 
 性行為でも感染する 
 

【流行状況】      

出典 WHO 



【症状】 

 蚊に刺された２日～１２日後（多くは２日～７日後）に
発熱（37.2～38℃ぐらい）、発疹、目の充血（結膜炎）、
筋肉痛、関節痛、体がだるいなどの症状が出ます。これら
の症状は軽く、2～7日続いて治まります。 

 感染しても症状が出ないこともあります（約80％は症状
が出ません）。 



「妊婦及び妊娠の可能性がある方は、可能な限
り流行地域への渡航を控えてください。」 
「発生地域から帰国された方は、帰国後2週間は
蚊に刺されないようにして下さい。また、帰国後
6ヶ月は性行為の際にコンドームを使用するか性
行為を控えることを推奨します。」 

妊婦のジカウイルス感染 
による胎児の小頭症 

ジカウイルスが人に感染すると
神経を傷害（ギラン･バレー症候
群）する可能性や、妊婦が感染し
た場合は胎児に小頭症を発症する
可能性があります。 

厚労省などからの勧告 



○ネッタイシマカ
Aedes aegypti 
1984年  
ブラジルから侵入が確
認 
1990年～  
ジャングル地帯→沿岸
地域北部→イカ州まで
到達 
2005年 
リマ市内（Comas区）
でも生息が確認された。 
 

出典 保健省疫学研究所 



出典 保健省疫学研究所 



出典 保健省疫学研究所 



出典 保健省疫学研究所 



出典 保健省疫学研究所 



デング熱 チクングニア熱 ジカウイルス感染症 
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